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日本防災設備協同組合の平成28年新年賀詞交歓会 |よ 、1月 21日 、文京区湯島「ホテル東

京ガーデンパレス」に於いて110名 が参加、盛大に開催された。中島専務理事の司会で、

磯部副理事長の開会の辞に続き、廣江理事長が年頭の挨拶を述べた。

多数の来賓の中から、代表者に祝辞を戴き、日本防排煙工業会 中野副会長の乾杯の音

頭で祝宴に入つた。歓談のひと時がもたれた。中締めとして古木副理事長の謝辞で盛会の

うちに散会した。

皆様 お めで と うご ざい ます。

おめでとうと申しますが、早 1月 中旬が過ぎてしまいました。私はお E月 が短く感

じているのですが皆様はいかがでしょうか。

今年に人 りましてから国交省の建築防火設備の試験を受けることとなり、この歳に

なって試験を受けるとは思って()み ませんでした。 1500名 t)の 受講者があリテレビス

クリーンの前で講習を受講いたしました。今回、建築設備点検と特殊建築物、シャッ

ター・防火りiを 中心とした点検が6月 から国家資格になるということです。渋谷で講

習を受けた方は防災の点検を行っている業者さんが多く参加 していました。この後神

戸、大阪、九州などで講習が行われるということで大変驚いておりますc

また来週、私が受講する東京都の防火安全教室では初めて点検資格者の書き換えが

行われるということです。 一年中講習会が多くあって混舌Lしてしまうというのが現状
です。

あらためて、防災というのは人命を頂かるたいせつな仕事であります。私共は気を

引き締めてがんばって行きたいと思っています。

最後に、この 年の皆様方のご健康と会社のご発展を祈念いたしまして私の挨拶と

させていただきます。ありがとうございました。
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皆様、新年明けましておめでとうございます。

日本防災設備協同組合の皆様におかれまし

ては、平素より消防行政につきまして格別の

ご高配を賜り、誠にありがとうございます。

さて、昨年の災害状況を顧みますと、9月

に発生した関東 !東北豪雨によつて鬼怒川の

堤防が決壊するなど甚大な被害が発生し、東

京消防庁も延べ 168名 の隊員を緊急消防援助

隊として派遣し、救助活動を行いました。

また、川崎市で発生 した簡易宿泊所の火

災、広島市の飲食店火災、都内では、7月 に

起きました小型飛行機の墜落による火災等に

おいて、多くの死傷者が発生しております。

さらに、11月 にはフランスのパリで同時多発

テロが発生し、その後も世界各地でテロが起

きています。

近い将来、発生が危惧される首都圏直下地

震など、大規模複合災害への対策はもとより、

一層のご活躍が求められるものと考えており

ます。

一方、平成で25年 10月 に福岡市で発生した

有床診療所での火災を受けまして、消防法令

が一部改正され、一定の病院、診療所及び助

産所について、新たに消防用設備等の設置が

義務付けられました。

つきましては、改正法令の内容を十分ご理

解いただき、消防・防災設備が適正に設置又

は維持管理がなされるよう、更なるご尽力を

お願いしたいと思います。

東京消防庁といたしましても、全職員一丸

となって 「世界一安全・安心な都市東京」の

実現に向け、全力で取り組んで参りたいと思

いますので、今後とも皆様のご協力を賜りま

すようお願いいたします。

終りに本日ご出席をいただきま:し た皆1

の、この一年の
|ご
健勝と:ご多幸、そじ臨量|

本年 5月 に開催されます伊勢。志卒tジ 、 炉 ぞ号
を誓碧当ヽたし主暑爵ト

3年後のラグビーワール ドカッス

東京オリンピック・パラリン

も見据え、テロによる災

を期 して行 く必要がありま:

このような状況を踏ま

に備えて設置される消防 |

はますます増大する一方ェ



平成28年の新春を迎え、謹んで新年のお

慶びを申し上げます。

日本防災設備協同組合の皆様には、平素よ

り当機器協会の業務運営に格別のご高配をlla

り厚くお礼を申し上げます。

新しい年を迎え、当機器協会会員一同、心

を新たにして、信頼される消防機器等の開

発・改良と普及に取り組み、社会の安心 。安

全に寄与するとともに、適切な維持・管理の

推進に努めてまいります。

昨年には 当機器協会の正会員として一般

社団法人日本内燃力発電設備協会、一般社団

法人日本照明工業会及びガス警報器工業会が

加わり現在14団体となっております

消防機器業界を取り巻く情勢はまだまだ厳

しい状況ではありますが、引き続き消防機器

の開発、改良やその適正な設置・維持管理を

通じ、安全を確保し安心の提供に努めて行く

必要があります。

特に、既に建物等に設置されている消防用

設備等は、日頃から適正に管理すると共に、

定期的に点検を行い、適正な性能機能を維持

することが、火災等の災害による被害を、最

小限にすることが出来るものと考えておりま

す。

このためには、消防用設備等について信頼

性が高く確かな技術による′点検整備が必要で

のごオ久オン

―役社団法人全国消防機器協会

会長 Jヒ八 敬治

あり、我々消防機器業界としても、これらの

要望、ニーズに的確に対処して行くことが重

要と考えています

本年は、当機器協会が昭和41年に、法人化

してから創立50周年の節目の年を迎えます。

機器協会会員一同は、従前にも増して複雑

多様化する災害に対応すべく、その役割の遂

行に努め、社会に貢献して行くことが責務と

認識しております。

本年も私ども業界に対しまして、変わらぬ

ご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申しあ

げまして、新年のご挨拶ときせていただきま

すc

結びになりますが、日本防災設備協同組合

の皆様、本日、ご列席の皆様のご健勝とご活

躍、また関係団体・企業のますますのご発展

を祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせてい

ただきます。

(代読 )

一般社口法人全国消防機器協会

常務理事 鈴 木 禾口男 様
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皆様、明けましておめでとうございます。

本年も何卒宜しくお願い致します。日頃の皆

様の安全に対する真摯な姿勢また深甚なるご

尽力に厚く御ネしと敬意を表するところでござ

います。大変有難うございます。

日本の安全、安心に対するニーズが大変高

まっております。一昨年の暮れに国会を通過

した国家強靭化基本法が今動き出しておりま

すが、この法律の骨格は安全・安心でござい

ます。いかに日本国を強い、しなやかな国に

するか、このためにどう改良するのか、10年

間で 200兆 円を使 う規模の大きな計画でござ

います。これが今動き始めております。

そのような中、昨年3月 には仙台市で「国

連防災‖t界会議」が催されました。その中で

印象に残つたのは 「日本は防災先進国であ

る。」発展途上国の皆様が日本の動静に注目

し、期待をしていると各国の皆様から言われ

まして大変自党をうながされました。といい

ますのは、日本の国内外におきまして我々の

責務は大きくなつているということでござい

ます。我々は勉強をかさねしっかりと対応し

なければならないということを強く感 じた次

第であります。

一方昨年の3月 に櫻井よしこさんというジ

ャーナリス ト・評論家にお会いしましてお話

をすることがありました。6月 にもまたお話

をすることがありました。その中で特に印象

に残つているところをお伝え申しLげたいと

思います。櫻井様のお話では「日本国民は消

防・防災に関わる人々の心意気と消防防災設

株式会社

橋爪

備の充実によって大分救われ、助けられてい

ます。日本国民は消防・防災の方々に感謝を

しなければなりません。」ということをおつ

しゃつておりました。

かねがね軸足のしっかりした発言、論評を

なさる方だと注目しておりましたが消防 。防

災の皆様方といわれましていっぺんに好きに

なりまして、次に会ったとき又同じようなこ

とを言われまして好きをとおりすぎて大好き

になりました。

このお話を機会があれば是非この事を申し

Lげたいと思つておりましたが今日はこのよ

うな機会を頂きましたのでご披露した次第で

ございます。

このように我々の責務は大変に重くなって

おります。我々はしつかりと手をたずさえて

国家の安全のため、国民の安寧のために力を

尽くしてまいりたいと思いますので何卒宜し

くお願い申し上げます。

結びといたしまして皆様の更なるご活躍と

ご健勝を祈念中し上げて私のご挨拶とさせて

いただきます。

本年も何卒宜しくお願い申し上げます。有

難うございまし



開会 の 辞

磯部 冨」理事長
乾 杯

日本防排煙工業会 中野 冨り会長

司 会

中島 専務理事

聾
眸
節

ヤ 炉 L口 |●J.為■

備 協 1同 組 合
賀詞交歓含
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エ アハ イパ ー レス キ ュー の 発 足

東京消防出初式は、消火・救助・救急演技、

消防機械部隊分裂行進、江戸消防記念会による

伝統の木遣り行進、はしごのり、東京消防庁音

楽隊・カラーガーズ隊の演奏・演技などが披露

された。

さらに、消防車両の乗車体験、起震車による

地震体験などのコーナーが設けられている。

今年は、ヘ リコプターの機動力を最大限に活

か し、空から迅速かつ効果的な消火・救助・救

急活動を展開する専門部隊・航空消防救助機動

部隊 (通称 :エ アハイパー レスキュー)の新設発

隊のセ レモニーが行われた。
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平成 27年 12月 31日 、年末年始消防特別警戒

天祖神社、根津神社、富士神社、湯島天満宮において、年末年始消防特別警

戒を実施 した。現地警戒本部を設置 して職員を派遣するとともに、消防団と連携

して警戒活動を行い、今年も事故なく無事に終了することができた。

こ苦労様で した。

平成 28年 1月 25日 、文化財防火デーに伴 う消防演習

「文化財防火デー」に伴う消防演習を、本駒込にある吉祥寺で行いました。

吉祥寺職員による自衛消防訓練に引き続き、近隣町会・消防団・消防隊がホース

を延長 し、一斉放水を行いました。お寺の隣にある本駒込南保育園の子供達が大

勢応援に来てくれました。

1 目的

この運動は、火災が発生 しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防思想の一

層の普及を図り、もつて火災の発生を防止 し、高齢者を中心する死者の発生を

減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的とする。

2 防災標語 (平成27年度全国統一防災標語 )

『無防備な 心に火災が かくれんぼ』

実施期間

平成28年 3月 1日 (火 )か ら3月 フ日(月 )までのフ日間

重点目標

(1)住宅防火対策の推進

(2)防火火災防止対策の推進

(3)特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

(4)製品火災の発生防止に向けた取組の推進

(5)多数の者が集合する催 しに対する火災予防指導等の徹底

(6)林野火災予防対策の推進

8

(総務省消防庁 消防予第29号 平成28年2月4日 )



当組合では、防災関連事業従事者養成、スキルアップのために関係各位のご協力を

得て教育事業を実施している。

消防法関連の消防設備士乙第 6類について平成 27年 11月 26日に、消防設備士

甲第 4類について 12月 4日 に受験準備講習会を実施した。建築基準法関連の防排煙

設備について当組合・防排煙設備検討委員会発行の「防排煙設備実務必携 I」 「防排

煙設備実務必携Ⅱ」をテキス トに用い平成 27年 10月 27日に実施した。

行政動向に対応し、 9月 17日マイナバー制度についての説明会を実施した。

また、当組合青年部主催で平成 27年 11月 20日ニッタン電子 (株)大利根工場の

見学会を実施した。

一む
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● を , 福 禾」厚 生 事 業 ■ 蕃 ● ●

9日 17日 、当組6の福禾」厚生事業の一環として、桓lllの 屋形

船 懇親会が、Jと 品川「船,竜 」の屋形船ておこなわれた。年後6
時乗船、2時間半にわた∪東京湾やお台場の夜景を満喫した。季

=‐
ボ|ウ リング 六 会 :

12日 17日 、池袋D BOXじ /し 「ハイパーレーン」において、年忘れホワリンク六

会を実施した3竜年部の面々が積極的に参加、熟年ttlttt配慮あるハンディキャブ配分

て奮闘。健康的なひと時を過ごした.終了後、「日本海庄や」て表彰式を兼ねて、懇細会

が持たれだc

仕事がら解放され、楽しいひと時を過ごした。

二 再 鑢



「事実」と「評価」について
■ 今回|ま ,「事実」と「評価」について書いてみます。

おそらく多くのビジネスマンと同じく,法律家も,最初に「事実」と「評価」を分ける

ことを学びます。裁判は簡単に言えば裁判官が「評価」するものですから,弁護士が「

評価」ではなく,「事実」を述べ,自分が得たい評価に近づくよう,うまく表現する仕事

だからです。

例えば,ドラえもんで「のび太はバカである。」ということは「評価」であり,「のび太

はテストで0点をとつた」は「事実」です。

そのため,「のび太はパカである。」という主張をするなら単なる悪□ですが,「のび

太のテストは0点であり,のび太はパカである。」といえば立派な主張になるのです。

出来の良い法律家と|よ ,そこに力Dえ「そのときの平均点は80点であつた」とか「の

び太|よ前回も0点だつた」「のび太は時間内ずつと考えていたのにできなかつた」と付

け加えることで,同 じ主張であつても説得力のあるように,周囲の事情を拾つていける

人といえるでしよう。反対にのび太を守る立場になつたのであれば「しずかちゃんも

実は10点だつた」とか「のび太も100点をとつたことがある」「今日|よあまり気乗りが

しないようであつた」などといつた事情を付けカロえることとなります。

菫 このように,「事実」と「評価」を分けることは,一見すると論理的思考にみえて,「

事実」をうまくまとめることにより,いかようにも「評価」を変えられる,詐欺師のよう

なところも,また,あります。

例えば,消火器を売るにしても,単に「消火器は必要です」という評価を述べるので

|よなく,「近所の家庭の普及率は……」「高級住宅街で|よ……」という売り方もありま

すし,「東京都消防局の調べによると,消火器があつたならば防げた火災|よ ……」とい

つた,自分に有利な「事実 (偏つた事実)」 を付けカロえる売り方もあるでしよう。

さらにひどいやり方は,「評価にすぎない」ものに|よ ,人によつて評価が異なるとい

う逃げ道があるところ「事実」を付け加えることによつて,評価が正しいものかのよう

にする方法として,「そんなこと|よ失礼だ,君は真実は人を傷つけるということをわか

つていない」といつて,一見擁護するようにみせかけて,もつと傷つけるということ|よ ,

往々にしてよく使う手法です。

そのため,論理的な評価などというものは,このように大して正確なものではなく,

実際の裁判の認定には,もつと全体としての座りの良さが裁判で重視されるというの

も,理解できるところです。

■ それでも頭を整理するためには,やはり「事実」と「評価」を分けて考えられるこ

とは重要であり,その先に,「座りの良さ」という実務上の経験があることと,このよう

なことを私生活でいうと嫌われることの二つ|よ間違いなさそうです。

日本防災設備協同組合
顧問弁護士 星出光俊
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塁編誇凛職 身窮層検やります
勁9

1サスだからこそ出来る

《トータルサービスの内容)

耐圧性能試験 /点検票の作成′不良時の原因調査

オプションサービス
事前調査/空気圧予備試験 (乾式のみ )′ 放水試験 ,不良箇
所の改修、修理 /ホースの耐圧性能試験 ,点検現場写真

薔ホサービス

平成 19年 7月 現在で既に∞∞件を超す点検実績

事前改修に対応 ■| |

あらかじめ不良のある事が予想される物件では、不良箇所等の事前改
修を行つてから点検を実施することで、不慮の事故を未然に防止する
事が出来ます。

有資格者による点検■

経験豊富な消防設備士、消防設備点検資格者が実施する安心な点検で
す.

ホースの耐圧点検・ 交換も実施

弊社はメーカとの直接取引きによる豊富な販売実績がありますので、
非常にお得な価格でのこ提供か可能となります.

実際の消防ボンブ車と同じA2級水槽付消防ボンプを装備した検査測
定車を使用し実施する誰もが納得できる点検です.

改修工事の見績・施工を遠やかに実施 |■ |

不良が見つかつた場合でも、他業者を捜すことなくそのまま弊社に
お頼みいただけます.

も しもの時も安心

点検中の過失による事故等に対しましては最高限度額 2億円の損害
賠償保険か適用されますので安心してこ依頼ください。

《おF・5い合わせはこちら)

目  株式会社 プ ロ リ ス 担当 :桜丼・高木

〒1620041東 京都新宿区早稲田鶴巻町5,9番 地早稲田松消ビル IF  setSub@proSus cO ip
Te1 03‐ 5272‐9991  Fax 03‐ 5272‐97971Fコ ht,ハVVn″ prosus cO,p

修理・調整・交換工事
排煙回、排煙窓、防大ダンパー

設備点検 特殊建築物調査

厨房ダクト・フード・グリスフィルター清掃

有限会社 ダ ン メ ン
東京都文京区後楽2‐2‐ 10

だヽ 03-5689-3551

あれも。これも。みんなホーチキです。
ホーチキ13●●火費●Hシステム.層火システム.トンネル薔負システム.ネットワークシステム.出沢ロロシステム
などの日賓層■卜■nttMEo mt/コンサルティング′エンジエアリング・●Intrメ ンテナンスを書う会社です。

`ピ

署構 暮薔百響だ
本   社 〒14口強∞ 東京33J駆 ■大●2■043-請

:警洸 じ1lh:ヽP智構 なll:

火費饉撻システム 編火システム LAHシ ステム

12



― 安全の未来を《形》にする能美防災
都市生活と同じように、休むことなく稼働し続ける防

災システム。私たちの生活を守るこれらのシステム

は、24時間動き続けるいわば都市の心臓部。

いつも安心で快適な毎日の生活のためのネットワー

ク・システムを実現します。

倉E美防 災 株式会社

社/〒 102‐ 3277東京都千代田区九段南4-7‐ 3

TEL(03)3265-021l FA× (03)3263‐4948

本

■消防設備の保守点検業務、消防設備工事における法律上の損害賠償をカバー !

『団体賠償責任補償制度 J

(請負業者賠償責任保険+生産物賠償責任保険)

■事業活動にかかわる従業員のケガなどのリスクをカバ■ !

『ビジネスJネクストJF帥
(業務災害補償保険)

上記に関するお問い合わせは、組合事務局または下記の取扱代理店へご連絡くなれ 。ヽ

【取扱代理店】 株式会社サンリビング

〒103‐0023 東京都中央区日本橋本町 156
第 10中央ビル三洋化成工業m内

TEL03-3241‐ 1 761    FAX03-3241‐ 1930

【引受保険会社】 三井住友海上火災保険株式会社

〒1018011 東京都千代田区神田駿河台 3-11-1

TEL03‐ 3259-3990   FAX03-3291‐ 4684

万が―に備え
て保険に入リ
ましょう!
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1名 称

日本防災設備協同組合

2趣 旨

当組合は中小企業協同組合法に基づき、国土交通省 (1日建設省)の認可を得た事業協同

組合です。組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な協同事業を行い、

もって組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図ることを目

的としています。(組合定款第1条 )

3地 区

現在力日入組合員の地区は、東京都。ネ申奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県・栃木県。群馬県・

山梨県。長野県・新潟県。静岡県。愛知県・岐阜県・岡山県。宮城県・大阪府及び北海道の

区域です。(組合定款第3条 )

4事 業

消防施設工事用及び点検設備用資材の共同購買を主体として、共同受注、研究。開発、

教育。講習、情報提供、親睦。レクリエーション・福利厚生等の事業を行つている。(組合定

款第7条 )

5組合員加入資格 (組合定款第8条 )

消防施設工事又は点検設備を行う小規模の事業者であること。

6加入申請等

(1)提出書類 加入申込書 会社経歴書 登記簿謄本

(2)費用 出資金 (1日 、1万円)3日 以上。カロ入手数料1万円

(3)申 請に必要な書類が提出されると、理事会で承認、不承認を決定し、申請者に通知し

ます。なお、組合員になつた場合は、賦課金 (組合費)として毎月6,000円 を3ケ月

ごとに納入して頂くことになります。

7募集期間

随時、事務局で受け付けています。申請書及び「組合員のしおりJを希望する方は、事

務局へご連絡ください。

8沿 革

・所在地 東京都文京区本郷一丁目15番6号 MKビル2階

事務局 電話 (03)3813 9650 FAX(03)38139460

E―mail nichiboukyoul@io.ocn ne.jp  URL http://nichibou.main jp/

・設立年月日 昭和38年 10月 31日

・認可年月日 昭和39年 1月 22日 、建設大臣

・組織 (現在)関東を中心とした17都道府県。組合員130社 事務局 専従職員5人



防鰺鱚菫鰺 荼務呻銀 国
現場に即した観点から構成した、現場の即戦力となる実務書完成

今までにない わかりやすさで 豊富なカラー写真 図解 表を用い

防災設備の中でも 建築基準法に基づく 防排煙設備の全体像を明かし

シリーズ Iでは 特に防火ダンパー 。排煙関連の詳細を解説しています
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資料として活用できる

編集 :日 本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会

発行 :日 本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650  http://nichibou.main.jp

定価 :4,000円 +税

取扱い
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胸辮理設働が壺●コヨJ

囲棚煙圏臓 実圏国銀回 男國

<本書内容の紹介>
機械排煙について、法令に定める事項

機械排煙方式の制御・監視、排煙起動盤について

排煙ファンについて

電動機、エンジン、動力伝達装置

予備電源、蓄電池、充電装置、排煙設備の保守点検

編集 :日 本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会

発行 :日 本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650  http://nichibou.main.ip/

定価 :4,000円 (消費税別途)

取扱い

“現場で役立つ機械排煙設備の仕組み"

実務要領 Iで は、ダンパー、排煙回。窓、垂ね壁などを挙げました。

本書では、排煙設備の中でも、排煙機や送風機を用いた設備について、構成する

機構・部材を写真入りで具体的に解説しています。

この一冊で、ファン、モーター、エンジン、蓄電池などを理解できます。

消防設備の業務に携わる方でも、建築設備としての防排煙設備を習得し、仕事に

つなげていくことが大切です。

囲
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３
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Ｕ

ご注文数|     1冊

実 務 要 領 Ⅱ購 入

日本防災設備協同組合 行 FAX 03-3813-9460
〒1130033 東京都文京区本郷1-15-6

会 社 名 申込先とご送付先が異なる場合は下記に記入

ご注 文 者

ご連絡 先 6 FAX 容 FAX

ご 住 所
〒 |  |― |   | 〒 |  |― |   |

申込 日付 年 月 日平 成


